
                  

 

 

 

 

 

 湖東管内でイチゴ巡回指導を実施 

 

 
今年の管内のイチゴ栽培は比較的順調に進んでいますが、１月の低温で凍害が出た

り、ミツバチの動きが悪くなる事例が出ています。そこで２月１８日にＪＡ東びわこ

と連携し、厳冬期から温暖期に切り替わる前のタイミングでイチゴ生産者の巡回指導

を行いました。 

すでに第３果房の開花が進んでいるほ場がある一方、低温管理による生育遅れや奇

形果も発生しており、草勢の回復を図るよう助言しました。 

昨年は 2 月下旬にアザミウマの発生を確認しましたが、今年は既に複数圃場でハダ

ニやアザミウマの発生を確認し、早期の病害虫管理について直接指導を行いました。 

 

収穫されたイチゴは管内直売所・市場に向けて出荷されますが、直売場では好調な

販売を見せる反面、卸売り市場ではイチゴの価格が伸びていません。 

今回の巡回指導の結果はＪＡを通じて生産者に通知し、安定したイチゴ生産が行わ

れるよう支援を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地で生育状況の確認を行う        アザミウマの発生を確認 
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